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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 152,093 △8.9 △145 ― 78 △55.7 104 ―
21年3月期第2四半期 166,869 ― △85 ― 176 ― △204 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 1.90 ―
21年3月期第2四半期 △3.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 69,967 13,514 19.3 246.63
21年3月期 68,410 13,543 19.8 247.08

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  13,514百万円 21年3月期  13,541百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 6.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 320,000 △5.6 1,000 ― 1,300 167.6 1,000 ― 18.25



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注）詳細は、4ぺージ「【定性的情報・財務諸表等】4.その他」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
業績予想に関する事項のご利用にあたっての注意事項等については、4ページ「【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定性的情報」をご参
照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 55,622,921株 21年3月期  55,622,921株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  828,594株 21年3月期  817,785株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 54,798,577株 21年3月期第2四半期 55,051,025株



 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出や生産に持ち直しが見られるものの、雇用

や設備に対する過剰感は強く、厳しい雇用・所得環境への不安を背景に個人消費は依然低迷したまま推移いたしま

した。 

 水産物流通業界におきましては、個人消費が低迷するなか、消費者の低価格志向が一層強まり、販売競争の激化

により販売単価は総じて下落するなど非常に厳しい経営環境下にありました。 

 このような環境にあって、当社グループは全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起点志

向の追求、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の削減などに注力し積極的な事業活動を

展開してまいりました。 

 業績の状況につきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は販売数量の確保に注力したものの、販売単価

の低下などにより1,520億93百万円（前年同期比91.1％）となりました。損益面では、売上総利益は109億62百万円

（前年同期比98.1％）となり、営業利益は販売費及び一般管理費の間接経費全般について削減等効率化を進めてま

いりましたが、売上高の減少などにより1億45百万円の損失（前年同期85百万円の損失）、経常利益は金融収支の

改善に努めてまいりましたが78百万円（前年同期比44.3％）となりました。四半期純利益は、投資有価証券売却益

20百万円の特別利益の計上により、1億4百万円（前年同期2億4百万円の純損失）となりました。 

  事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ＜水産物卸売事業＞ 

  中央卸売市場を核とする集荷販売機能と全国各地を網羅する販売拠点を生かした幅広い流通網をもつ水産物卸売

事業の売上高は販売単価の低下や外食産業向け販売の低迷などにより1,495億65百万円（前年同期比90.3％）、営

業利益は販売費及び一般管理費の間接経費全般について削減等効率化を進め67百万円（前年同期比217.1％）とな

りました。 

＜食品加工事業＞ 

 消費地にある鮮魚加工センターにて輸入サーモンのフィーレ加工及びハマチ、ブリ等の鮮魚加工、量販店向けに

おにぎり等米飯加工などを行う食品加工事業の売上高は販売競争の激化などにより16億95百万円（前年同期比

79.7％）、営業利益は1億81百万円の損失（前年同期1億46百万円の損失）となりました。 

 なお、第１四半期連結会計期間よりセグメント名称を「水産物加工事業」から「食品加工事業」に変更しており

ます。  

＜養殖事業＞ 

  九州、四国にてハマチ、ブリを主力に養殖を展開する養殖事業では、売上高は販売数量の増加により27億90百万

円（前年同期比118.7％）、営業利益は給餌効率の改善など諸経費の削減に努めてまいりましたが、市況の低迷に

より78百万円の損失（前年同期23百万円の損失）となりました。 

＜その他の事業＞ 

  グループの水産物流通を補完する物流事業等その他の事業の売上高は11億16百万円（前年同期比88.9％）、営業

利益は41百万円の損失（前年同期27百万円の損失）となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報



  

（１）財政状態の分析 

   当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて15億57百万円増加し、699億67百

万円となりました。主な要因は、たな卸資産の増加14億54百万円によるものであります。  

    負債は、前連結会計年度末と比べて15億86百万円増加し564億53百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金の増加24億1百万円、短期借入金及び長期借入金の減少15億6百万円によるものであります。 

   純資産は、前連結会計年度末と比べて29百万円減少し135億14百万円（自己資本比率19.3％）となりました。

主な要因は、利益剰余金の減少2億95百万円、その他有価証券評価差額金の増加2億70百万円によるものでありま

す。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

   当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、新規連結に伴う現金

及び現金同等物の増加80百万円を含め、前連結会計年度末に比べ2億8百万円増加し、24億15百万円となりまし

た。 

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。  

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動によるキャッシュ・フローは20億62百万円の収入（前年同期31億56百万円の支出）となりました。た

な卸資産の増加12億47百万円（前年同期51億43百万円の増加）がありましたが、仕入債務の増加23億73百万円

（前年同期22億16百万円の増加）及び売上債権の減少2億88百万円（前年同期1億4百万円の減少）が主な資金の

増加要因となりました。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動によるキャッシュ・フローは68百万円の支出（前年同期2億11百万円の支出）となりました。有形固

定資産の取得による支出1億49百万円（前年同期2億37百万円の支出）が主な資金の減少要因となりました。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動によるキャッシュ・フローは18億65百万円の支出（前年同期30億9百万円の収入）となりました。短

期借入金及び長期借入金の返済による純支出15億7百万円（前年同期35億65百万円の借入れによる純収入）、配

当金の支払3億28百万円（前年同期5億50百万円の支払）が主な資金の減少要因となりました。   

  平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年11月５日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」

から変更はありません。   

 該当事項はありません。   

 ①表示方法の変更 

 （四半期連結貸借対照表） 

  前第２四半期連結会計期間において、「有形固定資産」に含めて表示しておりました「土地」は、資産総額

の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四

半期連結会計期間の「有形固定資産」に含まれる「土地」は7,152百万円であります。 

     ①連結の範囲の変更 

   第１四半期連結会計期間より、ダイワサミット㈱、㈱大京、㈱タイゲン、㈱海老将軍及び㈱ディ・ティ・ネ

クストは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。 

 ②変更後の連結子会社の数 

   13社 

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（３）連結の範囲に関する事項の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,429 2,221

受取手形及び売掛金 27,996 27,869

商品及び製品 18,370 16,961

仕掛品 6 6

原材料及び貯蔵品 127 80

その他 1,127 2,503

貸倒引当金 △876 △959

流動資産合計 49,182 48,684

固定資産   

有形固定資産   

土地 7,107 7,069

その他（純額） 5,430 5,104

有形固定資産合計 12,537 12,174

無形固定資産 965 561

投資その他の資産   

投資有価証券 6,039 5,672

その他 3,129 3,986

貸倒引当金 △1,886 △2,668

投資その他の資産合計 7,282 6,990

固定資産合計 20,785 19,726

資産合計 69,967 68,410

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,642 18,240

短期借入金 18,970 20,099

1年内返済予定の長期借入金 2,957 2,741

未払法人税等 91 155

賞与引当金 792 719

その他 2,671 2,477

流動負債合計 46,125 44,435

固定負債   

長期借入金 4,648 5,241

退職給付引当金 2,157 2,089

役員退職慰労引当金 35 30

負ののれん 996 1,193

その他 2,489 1,876

固定負債合計 10,327 10,431

負債合計 56,453 54,866



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,153 6,153

利益剰余金 847 1,142

自己株式 △219 △217

株主資本合計 13,277 13,574

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 613 342

繰延ヘッジ損益 1 1

土地再評価差額金 △377 △377

評価・換算差額等合計 236 △33

少数株主持分 0 2

純資産合計 13,514 13,543

負債純資産合計 69,967 68,410



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 166,869 152,093

売上原価 155,700 141,131

売上総利益 11,169 10,962

販売費及び一般管理費 11,254 11,107

営業損失（△） △85 △145

営業外収益   

受取利息 12 6

受取配当金 110 55

負ののれん償却額 207 196

持分法による投資利益 － 1

その他 150 146

営業外収益合計 479 406

営業外費用   

支払利息 164 147

持分法による投資損失 0 －

その他 52 34

営業外費用合計 217 182

経常利益 176 78

特別利益   

リース資産処分損引当金戻入額 55 －

投資有価証券売却益 － 20

特別利益合計 55 20

特別損失   

関係会社貸倒引当金繰入額 159 －

投資有価証券評価損 58 －

その他 139 －

特別損失合計 357 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△125 98

法人税、住民税及び事業税 40 38

法人税等調整額 37 △42

法人税等合計 78 △4

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △204 104



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△125 98

減価償却費 378 434

負ののれん償却額 △207 △196

貸倒引当金の増減額（△は減少） 197 29

退職給付引当金の増減額（△は減少） △40 59

賞与引当金の増減額（△は減少） 64 54

受取利息及び受取配当金 △122 △62

支払利息 210 174

売上債権の増減額（△は増加） 104 288

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,143 △1,247

仕入債務の増減額（△は減少） 2,216 2,373

その他 △319 219

小計 △2,786 2,227

利息及び配当金の受取額 122 96

利息の支払額 △203 △139

法人税等の支払額 △288 △121

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,156 2,062

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △237 △149

投資有価証券の取得による支出 △17 △16

関係会社株式の売却による収入 25 －

短期貸付けによる支出 △972 △119

短期貸付金の回収による収入 841 111

長期貸付けによる支出 △2 △0

長期貸付金の回収による収入 51 25

その他 99 80

投資活動によるキャッシュ・フロー △211 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,233 △1,130

長期借入れによる収入 81 －

長期借入金の返済による支出 △749 △377

配当金の支払額 △550 △328

その他 △4 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,009 △1,865

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △357 127

現金及び現金同等物の期首残高 2,656 2,206

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 80

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,299 2,415



 該当事項はありません。  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

     当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  （注）１．当社の事業区分は、業種別の区分により行っております。 

     ２．各区分に属する主要な事業の内容 

     ３．会計処理の方法の変更 

      前第２四半期連結累計期間 

      （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

       第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用しております。 

       これにより、従来の方法によった場合に比べて、「水産物卸売事業」の営業利益が1億98百万円減少し、

「水産物加工事業」の営業損失が0百万円増加しております。 

      （リース取引に関する会計基準） 

       「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることにな

ったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。なお、この変更

に伴うセグメント情報に与える影響は軽微であります。 

      （有形固定資産の耐用年数の変更） 

       第１四半期連結会計期間から、主として機械及び装置の耐用年数については、平成20年度の法人税法の改

正を契機として見直しを行い、改正後の法定耐用年数に変更しております。なお、この変更に伴うセグメ

ント情報に与える影響は軽微であります。 

      当第２四半期連結累計期間 

      （セグメント名称の変更） 

       第１四半期連結会計期間より「水産物加工事業」から「食品加工事業」に名称を変更しております。 

      （連結の範囲の変更） 

       第１四半期連結会計期間より、ダイワサミット㈱、㈱大京、㈱タイゲン、㈱海老将軍及び㈱ディ・テ ィ・

ネクストは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。それに伴い、㈱大京及び㈱タイゲンの事

業を「水産物卸売事業」に、ダイワサミット㈱、㈱海老将軍及び㈱ディ・ティ・ネクストの事業を「食品

加工事業」に含めて表示しております。   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
水産物卸売事業
（百万円） 

水産物加工事業 
（百万円） 

養殖事業 
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

 売上高  165,589  2,126  2,350  1,256  171,323 (4,453)  166,869

 営業利益  30  △146  △23  △27  △166  81  △85

  
水産物卸売事業
（百万円） 

食品加工事業 
（百万円） 

養殖事業 
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

 売上高  149,565  1,695  2,790  1,116  155,167 (3,073)  152,093

 営業利益  67  △181  △78  △41  △234  89  △145

セグメント名  主要事業内容 

水産物卸売事業 水産物及びその製品の売買並びに販売の受託 

食品加工事業 食品の加工及び販売 

養殖事業 鮮魚の養殖及び販売 

その他の事業 物流事業、リース事業 



 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。   

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。   

  

 該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。    

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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